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第６回和牛甲子園

京都府立農芸高等学校 畜産流通コース
Kyoto Prefectual NOGEI High School Distribution of Livestock Course



京都の伝統的な食文化

写真：「京都府産和牛肉」 株式会社 京都協同管理



京都の伝統的な食文化

写真：「国牛十図」 藤原貞幹序 安永7(1778)年
（東京大学史料編纂所蔵）



京都の伝統的な食文化

牛肉消費量 牛肉への支出額

参考：総務省統計局 家計調査「2019年（令和元年）～2021年（令和3年）平均」

順位 市町村 単位：グラム

１位 奈良市 9,951

２位 大阪市 9,724

３位 山口市 9,693

４位 堺市 9,638

５位 広島市 9,450

６位 京都市 9,355

７位 大津市 9,150

順位 市町村 単位：円

１位 京都市 39,581

２位 大津市 38,835

３位 奈良市 37,295

４位 堺市 35,431

５位 和歌山市 34,562

６位 大阪市 33,954

７位 津市 32,799

全国平均 6,821 全国平均 22,688



和牛甲子園を目指して

「幸紀夫」号 「直久隆」号 「文月」号

生年月日：2020.2.14
性別：去勢
血統：幸紀雄×隆之国×安糸福

生年月日：2020.４.28
性別：去勢
血統：直太朗×安福久×隆之国

生年月日：2020.７.５
性別：去勢
血統：福之姫×隆之国×百合茂



和牛甲子園を目指して

２.クラウド
ファンディング

３.食育活動１.地域資源活用

“ ”



地域資源活用

高品質牛肉の生産を目指して

オレイン酸値向上＆エコフィード実践挑戦！

京都府産



地域資源活用

京都府農林水産技術センター畜産センター（綾部市）

京都府“福知山市”産の飼料米
約3トン提供していただいた

“飼料米”



地域資源活用

佐々木酒造株式会社（京都市上京区）

代表取締役 佐々木晃氏と酒粕を受け取る2人
「酒粕贈呈式」の様子（2021年10月）

“酒粕”



地域資源活用

【課題】① 水分含有量の多さ ② アルコール臭気“酒粕”

▸▷ 課題解決に向けて



地域資源活用

失敗① そのまま 失敗② 天日干し 失敗③ 粉砕給与

粉砕機の破損
生産量に課題

乾燥時間が長い
天候に左右される

嗜好性の問題
水分量と匂い



地域資源活用

たどり着いた“混合給与法”混合給与法



地域資源活用

たどり着いた“混合給与法”
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地域資源活用

和牛甲子園

11月出荷時

７９６㎏

11月出荷時

946㎏



地域資源活用

６３４．６ｋｇ
８７㎠
９.６㎝
3.7㎝
75.8
11

枝 重 ：
ロ ー ス 芯 ：
バ ラ 厚 ：
脂 肪 厚 ：
歩留基準値：
BMS No.：

「幸紀夫」号

オレイン酸：５７.９％

枝 重 ：
ロ ー ス 芯 ：
バ ラ 厚 ：
脂 肪 厚 ：
歩留基準値：
BMS No.：

「文月」号

オレイン酸：

528.5ｋｇ
68㎠
9.4㎝
2.7㎝
75.５
11

５１.1％

平均オレイン酸値“ ”

11月出荷 「枝肉成績」



地域資源活用

京都府農林水産フェスティバル

全農京都府本部 × 佐々木酒造株式会社 × 京都農芸和牛

１１月２６・２７日開催 in 京都パルスプラザ



地域資源活用

今後の課題

① 安定生産
② ブランド化



１.地域資源活用

和牛甲子園を目指して

３.食育活動

“ ”

２.クラウド
ファンディング



クラウドファンディング

私たちが生産した和牛肉を
地域の子どもたちに食べてもらいたい



クラウドファンディング



クラウドファンディング

JA全農京都と連携！

10月12日（水）から11月9日（水）までの28日間



クラウドファンディング

日本農業新聞（近畿・北陸版）
10月21日掲載

全酪新報（全国酪農協会）
１１月１日掲載



クラウドファンディング

目標金額：80万円

皆様のご支援により



クラウドファンディング



クラウドファンディング

牛肉の需要増加
消費量拡大に向けて

今後の課題



２.クラウド
ファンディング

１.地域資源活用

和牛甲子園を目指して

“ ”

３.食育活動



南丹市教育委員会と連携！

食育活動

約２４００名の小・中学生を対象に



食育活動

約２４００名の小・中学生を対象に

クラウドファンディング支援で“牛肉提供”



食育活動

約２４００名の小・中学生を対象に

クラウドファンディング支援で“牛肉提供”



食育活動

牛丼 すき焼き

本校で生産した和牛肉が
一人あたり45g使用された



食育活動



食育活動



食育活動

食育出前授業の実施

日時 学校名 学年・組 備考

11月4日 園部小学校 ３年１・２・３組 ３時間

11月7日 美山中学校 １年生 １時間

11月7日 美山小学校 ３年生・５年生 ２時間

11月9日 八木東小学校 １～６年生 ２学年ずつ３時間

11月15日 園部第二小学校 ５年生１・２組 ２時間

11月16日 八木西小学校 １・２年生 ２時間

11月22日 殿田中学校 １・３年生 ２時間

12月8日 八木中学校 ２年生１・２組 ２時間

全17時間



食育活動

小学校低学年班 小学校高学年班 中学生班



食育活動

アンケートの記述に



食育活動

アンケートの記述に



食育活動

未来を担う子供たち



食育活動

未来を担う子供たち



食育活動



食育活動

京都農芸の決意！



まとめ アンケート調査

【対象】
（１）佐々木酒造
（２）畜産センター（略称）
（３）JA全農京都
（４）京都府畜産課（略称）
（５）販売会でのお客様

【対象】
（１）支援してくださった方
（２）JA全農京都
（３）株式会社京都協同管理
（４）京都食肉市場株式会社
（５）京都府畜産課（略称）

【対象】
（１）南丹市立小学校 生徒・先生
（２）南丹市立中学校 生徒・先生
（３）南丹市教育委員会

総勢４８９名

「地域資源活用」 「クラウドファンディング」 「食育活動」

Q.このプロジェクトは“笑顔”につながりましたか

はい

100%

0%

はい

99%

1%

はい

100%

0%



まとめ アンケート調査

アンケートの記述に



まとめ アンケート調査



まとめ

和牛に出会えてよかった



まとめ



まとめ

〇 JA全農京都
〇 京都府農林水産部 畜産課
〇 京都府農林水産技術センター畜産センター
〇 JA京都酪農センター
〇 京都食肉市場株式会社
〇 南丹家畜衛生保健所
〇 佐々木酒造株式会社
〇 都ホテル 京都八条
〇 株式会社 京都協同管理
〇 南丹市教育委員会
〇 南丹市立小・中学校(全１１校)
〇 株式会社ふるらぶ 代表取締役 片桐 新之助 氏

〇 CAMPFIRE支援者の皆様 保護者の皆様 etc.

ご支援・ご協力をいただいた企業・団体等の皆様



まとめ

チーム京都の挑戦！



まとめ


